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尼崎市立北図書館
関連施設概要

施設の特徴等
• 開館日・時間

火〜土曜日 午前9時〜午後8時
日曜日・祝日 午前9時〜午後5時15分

• 休館日 ① 月曜日
② 毎月最終木曜日(7,8,12 ,3 月は除く)
③ 年末年始
④ 特別整理期間

• 指定管理者制度導入施設（館長以下スタッフ21名）
指定業者︓株式会社図書館流通センター
指定期間︓R３.４.１〜R８.３.３１（５年間）

• 図書収容能力︓14万冊
• 中央図書館は、ビジネスライブラリーとして各種専門書等を収

集し、レファレンス業務の強化を図ってきたのに対し、北図書館
では、児童図書の充実や障がい者サービスに力を入れている

• ハード面の課題
① 建築から約45年が経過し、老朽化が進んでいる
② バリアフリー対応が完全ではない
③ 旧耐震基準に基づく建築
④ 一般用駐車場がない など
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阪急武庫之荘駅

大井戸公園

北図書館位置図

北図書館

女性・勤労婦人
センター

敷
地

面積 1,569.62㎡
用途地域 第1種中高層住居専用地域

建
物

延べ床面積 2,477.49㎡
構造・階数 RC造・地上3階地下1階建
建築年 S54年

土地・建物の概要

階 室名 面積(㎡)
地下
１階

倉庫 42
駐輪場 195
供用部分・機械室等 184

1階

事務室・作業室 67
開架室 409
児童閲覧室 200
清掃員控室 15
供用部分・機械室等 206

2階

作業室 39
参考室 274
閉架書庫 98
青少年室（自習室） 189
供用部分・機械室等 180

3階

作業室 25
集会室 119
倉庫 21
会議室等（多目的室） 26
供用部分・機械室等 188

合計 2,477

諸室面積
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尼崎市立北図書館
関連施設概要 4

年度 個人貸出
人数（人）

個人貸出冊数 （冊） 蔵書数
（冊）成人図書 児童図書 合計

H30 168,479 312,672 277,214 589,886 184,460

R1 165,587 314,273 274,682 588,955 180,832

R2 140,631 272,133 244,161 516,294 183,257

R3 162,164 303,323 293,217 596,540 185,783

R4 151,806 291,322 282,299 573,621 183,825

北図書館個人利用人数・貸出冊数
利用状況等

図書館名 成人図書 児童図書 合計
総記 哲学 歴史 社会科学 自然科学 工学技術 産業 芸術 言語 文学 小計

北図書館 7,393 4,053 11,828 17,565 7,659 8,834 2,945 11,145 2,531 46,534 120,487 63,338 183,825

中央図書館
（参考） 43,196 11,786 32,902 60,089 19,020 24,596 10,565 26,647 5,896 106,525 341,222 107,332 448,554

令和4年度分類別蔵書数（冊） 北図書館外観

北図書館青少年室（自習室）利用状況(120席)

年度
利用可能

日数
（日）

利用人数
（人）

一日あたりの
利用人数
（人）

Ｈ30 294 31,916 108.56 

Ｒ1 271 29,871 110.23 

Ｒ2 246 19,857 80.72 

Ｒ3 203 12,588 62.01 

Ｒ4 290 21,062 72.63 
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尼崎市立女性・勤労婦人センター（女性センター トレピエ）
関連施設概要 5

阪急武庫之荘駅

大井戸公園

女性・勤労婦人センター位置図

女性・勤労婦人
センター

北図書館

敷
地

面積 1,322.38㎡
用途地域 第1住居地域

建
物

延べ床面積 2,281.62㎡
構造・階数 RC造・地上3階（一部4階）建
建築年 S49年

土地・建物の概要施設の特徴等
• 開館日・時間

火曜日〜土曜日︓午前9時〜午後9時
日曜日︓午前9時〜午後5時

• 休館日
月曜日、祝日、年末年始

• 指定管理者制度導入施設
指定業者︓NPO法人 男女共同参画ネット尼崎
指定期間︓R２.４.１〜R７.３.３１（５年間）

• 1974年（昭和49年）に、「勤労婦人青少年福祉施設整備
費補助金」を受け、勤労婦人福祉法（現 雇用機会均等法）
に基づく「働く婦人の家」として設置。

• 1993年（平成5年）に、「女性の自立及び社会参加の促進
並びに女性労働者の福祉の増進を図ることを目的に「女性・勤
労婦人センター」としてリニューアルオープン。（「トレピエ」は、市
民公募により決定した愛称。）

• ハード面の課題
① 建築から約50年が経過し、老朽化が進んでいる
② バリアフリー対応が完全ではない
③ 耐震性が不足している
④ 一般用駐車場がない など

階 室名 面積(㎡)

1階

事務室 176
相談室（2室） 26
応接室 25
図書室（情報資料室） 73
こども室 47
ロビー 100
ギャラリー 64
就労支援コーナー 80
供用部分・機械室等 176

2階

学習室（4室） 209
事業企画室 25
グループ活動室 36
OA実習室 70
視聴覚室 137
倉庫 21
供用部分・機械室等 183

3階

和室 46
料理教室 92
フィットネスルーム 80
多目的ホール 258
供用部分・機械室等 205

4階 供用部分・機械室等 117
別棟 駐輪場 36

合計 2,281

諸室面積
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尼崎市立女性・勤労婦人センター（女性センター トレピエ）
関連施設概要 6

女性・勤労婦人センター外観

年度 全体利用人数 貸室利用人数 稼働率
H30 134,028 119,402 60%
R1 119,108 105,765 56%
R2 59,998 53,729 44%
R3 52,728 46,486 42%
R4 62,433 56,980 43%

利用人数等

利用状況等

貸室 収容人数
（人）

料金（円）

9〜12時 13〜17時 18〜21時

多目的ホール 250 9,000 12,000 13,500
フィットネスルーム 20 2,700 3,700 4,200

料理教室 32 3,600 4,600 5,400
和室 20 1,800 2,200 2,600

視聴覚室 80 5,400 6,900 8,000
学習室1 40 2,600 3,300 3,800
学習室2 20 1,900 2,400 2,700
学習室3 20 1,900 2,400 2,700
学習室4 20 1,900 2,400 2,700
ギャラリー ー 6,600

利用料金

年度 事業数 講座
コマ数

H30 73 73

R1 63 64
R2 47 47
R3 63 63
R4 62 62

男女共同参画のための
講座・セミナー事業

年度 相談件数
電話 面接 法律 合計

H30 1,109 556 59 1,724
R1 1,299 535 80 1,914
R2 1,325 449 63 1,837
R3 1,295 517 51 1,863
R4 1,148 489 46 1,683

女性のための相談事業

年度 事業数 講座コマ数 就労・起業
相談人数

就労体験
人数

H30 111 153 70 4
R1 74 97 77 4
R2 97 104 49 0
R3 96 120 57 3
R4 23 31 43 5

女性のための就労支援事業
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阪急武庫之荘駅

北図書館

大井戸公園

大井戸公園位置図

大井戸公園
関連施設概要 7

大井戸公園メイン園路

大井戸公園遊具広場

面積 26,479㎡
用途地域 第1種中高層住居専用地域
公園種別 地区公園
開園年 S55年
主な施設 バラ園、遊具広場、大井戸古墳など

公園の概要

施設の特徴等
• S37年に武庫之荘南部土地区画整理の実施が決定し、大井戸公園を含む公共

施設の整備改善、健全な市街地形成等を目的として事業が開始され、公園は
S55年に開園

• 園内の2箇所にある合計約1,400平方メートルのバラ園で、市民ボランティアと協働
により、約130品種のバラを栽培管理

• 園内には、幼児から小学生までが楽しめる大きなすべり台や大型複合遊具を設置
• 古墳時代後期（7世紀頃）のものといわれている大井戸古墳（直径約13メート

ルの円墳）がある
• 尼崎市スポーツ振興事業団がシティスポーツクラブ尼崎WOODYを公園内に整備し、

S63年に運営開始したが、R5年3月末をもって閉館（現在解体中）
• ハード面の課題

① トイレ、管理棟など公園施設の老朽化
② 樹木の巨木化、老木化
③ バリアフリーへの対応 など

女性・勤労婦人
センター

大井戸公園バラ園（北東）
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周辺歩道
関連施設概要 8

阪急武庫之荘駅

北図書館

武
庫

之
荘

南
部
区

画
第
15

1号
線

武
庫

之
荘

南
部
区

画
第
98

号
線

の
1

施設の特徴等
• 阪急武庫之荘駅から南へ延びる武庫之荘南部区画第１５１

号線（駅南線）は、東西の歩道及び中央分離帯のケヤキ並木
が美しい景観を形成（写真①）

• 区画整理により整然とした道路・街区が形成された地域

• 駅南線の1区画西の南北道路（武庫之荘南部区画第９８号
線の１）は、西側が水路暗渠となっており、車道の路面と暗渠
部分の歩道の高低差が大きい（写真②）

• 駅南線を中心に、周辺の街路樹が成長し、根上がりが発生して
歩きづらい部分がある（写真③）

大井戸公園

女性・勤労婦人
センター④

②

③②①

④

①

③
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参考︓老人福祉センター福喜園
関連施設概要 9

阪急武庫之荘駅

北図書館

大井戸公園

女性・勤労婦人
センター

老人福祉
センター福喜園

• 現在老人福祉センター福喜園として活用している建物は、西武庫公園で建設中の
武庫健康ふれあい体育館への複合化後、令和7年度に解体予定

• 敷地面積︓991.77㎡

• 用途地域︓第1種住居地域

• 公共施設マネジメントの取組により生じた余剰地については原則売却することとしてい
るが、立地等を考慮し、女性センタートレピエの機能のうち、男女共同参画社会づく
り等の拠点施設の整備用地とすることも選択肢に、「新図書館の整備等に係る官民
連携アドバイザリー業務等」においてその活用方法を検討する

土地・建物の概要

老人福祉センター福喜園位置図
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整備等の方向性
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全体の整備方針概要
整備等の方向性 11

事業概要
• 大井戸公園での北図書館と女性・勤労婦人センターの貸館機能を複合化した

新図書館の整備や、同公園のリニューアル、子育て世帯にやさしい周辺歩道の
形成、新たな男女共同参画社会づくり等の拠点の整備などを一体的に進め、
ファミリー世帯の定住・転入促進に寄与するような地域の賑わいを創出する

• 本事業は、図書館・貸館・都市公園といった施設用途や、阪急武庫之荘駅の
近隣という立地特性から、民間事業者のノウハウの発揮や創意工夫による効率
的・効果的な実施の余地が大きいと考えられるため、ＰＰＰ/ＰＦＩ手法の導
入を前提として進める。

スケジュール（予定）
令和6年度︓支援業務委託契約、タウンミーティング等による市民意見の聞き取り等

令和7〜8年度︓公募資料の作成、事業者選定

令和11年度︓新図書館供用開始

※詳細は今後の市民や事業者との意見交換の状況等を踏まえ精査する

令和8〜10年度︓設計・工事

令和6〜7年度︓基本計画の策定・導入可能性調査
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まちづくりのコンセプト
整備等の方向性 12

本事業により付加される要素
日常に期待を持って暮らすまち

～世代を超えて引き継がれる期待～

目指すまちの姿
阪急武庫之荘駅南側
エリアが現状持つ魅力

• 地域の方々にとって魅力的な活動の拠点や生活の中での居

場所を創出

• 新施設と既存の機能とをつなぐことで、暮らしを魅力的に

• 日常生活に新しい発見や活動の広がり、学びがあるという

期待が溢れるまちへとつなげていく

世代を超えて住み継がれていくまちへ

新図書館

新トレピエ

周辺歩道 PLUS

北図書館とトレピエの貸
館機能を複合化した新図
書館を大井戸公園に整備

大井戸公園を新図書館
との一体利用を意識
してリニューアル

現トレピエを踏襲した
新しい男女共同参画

社会づくり等の
拠点施設を周辺で整備

新図書館整備に併せて
子育て世帯に優しい
周辺歩道の形成のため
道路空間を再整備

大井戸公園
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新図書館コンセプト
整備等の方向性 13

地域住民に親しまれる学習と交流・魅力発信の拠点となる図書館

大井戸公園やその周辺との一体的な空間形成・活用によるまちに開かれ
た図書館

子ども・子育て世帯が集い学ぶ魅力的で賑わいのある図書館

コンセプト

コンセプト

コンセプト
• 「ファミリー世帯の定住・転入促進」につながる、子ども・子育て世帯を含め、誰もが集い学

び交流することができる賑わいのある施設

• 地域住民が日常的に利用する施設として、多様な使い方を許容できる施設
• 周辺住民等の交流の中心となり、市民活動や地域の魅力発信の拠点となる施設

• 大井戸公園と新図書館、貸館機能を一体的に利用できる空間としてデザインすることで、相互
に連携した効果的な活動を可能とする施設
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上位計画における
関連記載等
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第6次尼崎市総合計画 まちづくり構想

上位計画における関連記載等

まちづくりの基本的視点
• 「第6次尼崎市総合計画」の「まちづくり構想」の中で、ありたいまちの実

現に向けた「まちづくりの基本的視点」として、以下の6点を掲げている。

① バランスの取れた人口の年齢構成の実現
⇒ ファミリー世帯の定住・転入の促進

② まちへの想いの醸成と交流の創出
⇒ 関係人口の創出

③ 地域共生社会の実現
⇒ 誰もが住みやすく、安心して働き、能力を発揮できるような環境整備

④ 地域特性を生かした魅力と活力の創生
⇒ 地域特性に応じた彩り豊かなまちづくり

⑤ 持続可能な社会を支える基盤整備
⇒ ・ 都市基盤の適切な整備、維持管理

・ 既存インフラの多機能化など、誰もが使いやすく、環境に配慮した持続
可能なまちづくり

⑥ 安定した行財政基盤の確立
⇒ 都市の体質転換・税源の涵養、効果的・効率的な行財政運営

15
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第6次尼崎市総合計画 前期まちづくり基本計画

• 「ありたいまち」の実現に向け、社会潮流や本市の状況を踏まえるなかで優先的かつ集中的に取り組み、施策を連携させなが
らより強力に推進していく４つの取組を主要取組項目として設定している。

16

主要取組項目

上位計画における関連記載等
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都市計画マスタープラン・立地適正化計画
まちづくりの方向性

• これまでの「生かし、守り、育てる」まちづくりで築いてき
たまちを礎に、市民と市民を『つなぐ』ことや、市民と行
政を『つなぐ』ことで、新たなまちづくりの活動を創出す
るなど、様々なところで『つなぐ』まちづくりを進めていく
必要がある。

• これからは、「生かし、守り、育てる」に加えて『つなぐ』
まちづくりを進めることで、都市の成長と発展を促す
「魅力を伸ばすまちづくり」を推進。

17上位計画における関連記載等
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都市計画マスタープラン・立地適正化計画

めざすまちの姿

18

• 第 6 次尼崎市総合計画で示す「ありたいまち」の実現を目指し、都市
計画の観点から、その実現を支える「めざすまちの姿」を設定。

上位計画における関連記載等
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都市計画マスタープラン・立地適正化計画
地域別のまちづくり

• 阪急武庫之荘駅周辺は、周辺住民の日常生活に必
要な施設等が集積し、地域の魅力を生かした地域の
中心となる拠点の形成を図る「地域拠点」に位置づけ。

• 阪急武庫之荘駅周辺は都市機能誘導区域に設定
しており、維持する都市機能として教育文化施設
（図書館）を記載。

19上位計画における関連記載等
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現行計画の概要と
課題整理
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尼崎市公共施設マネジメント基本方針
公共施設マネジメント基本方針
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• 平成24年度末時点で本市の保有する公共施設の
約60%が築30年以上であり、それらの更新や改修
等が大きな課題。

• さらなる少子高齢化や財政状況を踏まえる中で、将
来世代に過度な負担を残さないよう、中長期的視
点で、計画的・戦略的に保有、処分、維持、活用
等を行い、身の丈にあった施設保有量・施設規模と
なるようなマネジメントが必要。

• 公共施設マネジメント基本方針において３つの方針
を定め、具体的な取組を進めている。
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第1次尼崎市公共施設再編計画・実施編
第1次尼崎市公共施設再編計画

• 平成24年度末を基準日として、令和8年度末までに公共
施設の保有量を約18万７千㎡削減（△10％）。

• 施設評価を行ったうえで、各施設の取組の方向性を示して
おり、北図書館及び女性・勤労婦人センターも見直し対象
施設として位置づけ。
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第1次尼崎市公共施設再編計画・実施編

取組に係る説明 今後の具体的対応等
計画期間前期 計画期間後期

令和9年度
(2027年度)

以降平成29年度
(2017年度)

平成30年度
(2018年度)

令和元年度
(2019年度)

令和2年度
(2020年度)

令和3年度
(2021年度)

令和4年度
(2022年度)

令和5年度
(2023年度)

令和6年度
(2024年度)

令和7年度
(2025年度)

令和8年度
(2026年度)

北図書館
他の公共施設の状況等を踏まえ、周
辺の市有地へ移転等

女性・勤労婦人センター
耐震性能が若干不足していることが
判明したことを踏まえ、見直しにつ
いて検討

・周辺市有地での北図書館と女性・勤労
婦人センターの複合施設の整備等につい
て具体的な検討を進める。

• 北図書館及び女性・勤労婦人センターは、周辺市有地での複合化による建替えについて具体的な検討を進めることとしている。



Amagasaki city

尼崎市立図書館基本的運営方針
現状と課題

• 北部は北図書館、南部は中央図書館を拠点としてサービスを提供することで、市民の生涯学習と生活課題の解決を支援
• 市内各地に配本所（8か所）を設置するとともに、図書サービス全施設を図書館システムでネットワーク化し、オンラインによる貸出・返

却・資料検索業務等を行っている。
• 中央図書館ではビジネスライブラリーとして各種専門書等の収集やレファレンス業務の強化、北図書館では児童図書や障がい者サービ

スの充実、各配本所では各館の利用ニーズにあった図書の配架など、地域の特徴に応じたサービスを展開。
• 利用者や貸出冊数は減少傾向であり、阪神間各市と比較すると、市民一人当たりの貸出冊数をはじめ、多くの指標が低水準であるこ

とから、引き続き利用者ニーズの把握や情報発信の強化、利用しやすい環境の整備等に取り組むことが必要。
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年齢別貸出人数・貸出冊数(令和元年度)

• 市民の学習・交流の場として、「静」と「動」の両方の活動
ができるスペース整備を検討し、様々な人が集い、学び、
その成果を活かす交流拠点を目指すことが必要。

• 子どもの利用割合が依然として低いという現状を改善す
るため、子どもと子どもを取り巻く図書館、学校、関係機
関、家庭及び地域が一体となり効果的な取組を推進す
ることが必要（令和6年度には電子図書館を活用した
読書推進事業(読書力向上事業)や図書を通じたまち
じゅう学び事業を実施）。
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尼崎市立図書館基本的運営方針

基本的運営方針
• 基本理念︓

資料や情報の提供をはじめとした「知の拠点」とし
て市民に寄り添い、市民のより豊かな暮らしや、
歴史・文化を活かしたまちづくり、まちの魅力向上
に資する図書館を目指す。

• 方針１︓子ども・若者が本に親しみ「生きる力」
を育む図書館

• 方針２︓市民や地域に元気を与える図書館
• 方針３︓歴史・文化などまちの魅力を発信する

図書館
• 方針４︓生涯にわたり学習と交流の機会を提

供する図書館
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目指す図書館像

本と出会う、人と出会う、人生を豊かにする図書館

生涯にわたり学習と交流の機会を提供する図書館

子ども・若者が
本に親しみ

「生きる力」を
育む図書館

市民や地域に
元気を与える
図書館

歴史・文化など
まちの魅力を発信
する図書館

尼崎市立図書館基本的運営方針
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第4次尼崎市男女共同参画計画
現状及び課題と基本目標

• 令和２年度の意識調査によると、
「男は仕事、女は家事育児」という考
えに同感しない人の割合は増加。

• 同感する割合は女性より男性の方が
高く、育児や介護は女性が担うもの
といった無意識の思い込みや社会慣
行は、依然として男女ともに根強いと
言える。

• トレピエは「女性の自立と社会参加を
支援し、女性労働者の福祉の増進
を図ること」を設置目的としているが、
社会状況の変化により、施設名称な
どが、一部時代に合わなくなっている。

• 男女共同参画等の拠点施設として、
拡充すべきもの、転換を図るべき機
能等について整理していくことが必要。
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尼崎市みどりのまちづくり計画
現状及び課題と基本理念・基本方針

• 現在市内に約350の都市公園があるが、アンケート
によると、週1回以上公園を利用するのは全体の
34％、尼崎市の公園に満足しているのは全体の
25％と低い水準にあるため、多様化する市民ニーズ
に合わせた魅力的な公園づくりが必要。

• インクルーシブの視点での公園整備が全国的に進め
られており、本市も対応していくことが必要。

• 市内の街路樹は植栽後数十年が経過し、巨木化や
過密化が進んでおり、枝葉の民有地への越境や、根
上がりによる道路交通の安全性阻害などの問題が恒
常的に発生。

• 公園・緑地をはじめとするみどりがもつ、防災・減災、
自然環境の保全、地域振興等の多様な機能を、社
会資本整備や土地利用等のハード、ソフト両面で活
用する取組である「グリーンインフラ」のさらなる推進が
必要。
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